
プリント技術を用いた炭素繊維強化
プラスチックの機械的物性制御

内容・特徴

炭素繊維積層間に緩衝材をプリントした炭素繊維強化プラスチック
（ＣＦＲＰ）を開発した。これにより、脆性破壊の抑制効果と機械的
物性制御を容易に可能とする成果を得た。 

❶脆性破壊の抑制：弾性率、強度をある程
度維持したまま脆性破壊抑制可能

❷機械的物性制御の簡易化：緩衝材のプリ
ント面積に応じて弾性率、強度の操作が
可能

従来技術に比べての優位性

予想される効果・応用分野

❶スポーツ用品（ラケット、ゴルフシャ
フト、釣竿など）のしなり性操作

❷保護具（ヘルメット、安全靴など）へ
の活用

提供できる支援方法

 共同研究

 技術相談

 オーダーメード開発支援

 知財関連

出願中

 文献・資料

年 月号

知財関連の状況、文献・資料

共同研究者 西川康博（電子・機械グループ）、飛澤泰樹（生活技術開発セクター）

複合素材開発セクター 武田浩司
TEL：042-500-1246 

積層し樹脂用の
チューブを配置

バキュームバック
で密閉

液硬化樹脂を流し込
み常温硬化

試料作製方法（ 点曲げ試験用）

緩衝材（織物上にプリント） 

真空ポンプ 

樹脂タンク 
 
 

（ ）炭素繊維織物（平織）
に緩衝材をスクリーンプリ
ント

試料作製方法（落錘衝撃試験用）

（ ）プリプレグ
（平織）に緩衝
材をスクリーン
プリント

（ｂ）積層しオートク
レーブ成形
℃× 時間後
℃× 時間

圧力は

プリント無 緩衝材 ベタ 緩衝材 格子

落錘衝撃試験

図 各試料の落錘衝撃試験後の試料

落錘条件： 打ち込み治具
【重さ ： ㎏ 、円直径

】
落下高さ

試料 打ち込み治具

点曲げ試験

図 緩衝材のプリントパターンと
弾性率、強度の関係 図 プリント面積と弾性率、強度の関係

緩衝材プリント面積の割合
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